
楽典を理解することは必要か？ 

小遣いのほとんどは、本、CD、

呑み代に消える。あるだけ使って

しまうので奥方にはチクチクいわ

れるが、あるだけ使うということ

は、あるだけしか使わないという

ことで額には関係ない。というこ

とで、多かろうが（そんな現実は

ない）、少なかろうが（現実）、問

題はない。さらに、先ほどの３つ

の使い方の比率は黄金比みたいに

ほぼ同じのような気がする。さて、

呑み代と CDはちょっと横におき、

今回は購入した本の話。最近、1,2

ヶ月で買った本を書き出すと・・ 
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なんだかすごい勉強家のように

見えるが、「積ん読派」であり、手

元に置いていればそのうち読むだ

ろう的なもので、たいしたことで

はない。しかし、手の届くところ

にあるとページをめくるので、そ

の時、コンセントレートしたら一

気に読んでしまう（ちなみにｺﾝｾﾝﾄ

ﾚｰﾄとは、私が勝手に使っているコ

トバで琴線にふれた心の状態を示

す）。そして、これらの本に書いて

いある基本は、アナリーゼ（楽典

を学ぶこと？）は大切であるとい

うこと。しかし、プロの音楽家の

ほとんどは、音楽学校で学ぶので

あろうが、アマの演奏者は、どう

しているのだろうか。音楽学校の

通信教育みたいなものは聞かない

し、英会話のように CD・DVD 付

き教材を毎月送ってくるシステム

も聞かない。ちなみに、アマで

JAZZ をやっている人に聞いたこ

とがある「JAZZ やるのにコード理

論とか勉強するんですか？」と。

答えは、「やろうとしましたが難し

くて放り投げています。クラッシ

クやっている人と違って、JAZZ や

っている人は真面目なこと苦手な

んで」。んんんん？？？？ 

まあ、たしかにクラシック系は、

真面目人間という社会的合意があ

りそうだが、弾くのが楽しくてや

っている人がほとんどだろう。 

さて、なぜ、アナリーゼが大切

なのか。曲を理解するということ

が最大の目的ではあろうが、曲の

構造が分かれば暗譜しやすくなる

という利点もあるそうである。 

すべての世界は、理解すること

でさらに興味が湧き、喜びも増す。

子供が、植物図鑑を持って、草花

に興味を持つようなものだ。ただ、

弾いていて楽しい、あるいは弾く

だけで精一杯状態で、弾ければ達

成感があって満足という世界は、

植物図鑑も持たずに、お花畑を走

り回って喜んでいる子供と同じレ

ベルかも、と、考えると、少しは、

曲を理解するようにしなければと

いう気持ちも湧いてくる。たしか

に何冊も購入した本をパラパラ読

んでいると、興味深いことはいく

つも書かれている。例えば、BACH

の多くの曲が舞曲であるが（アル

マンド、クーラント、サラバンド、

ジーグ、当然メヌエットも）、それ

ぞれ踊り方が違うということやそ

の踊り方、最も高貴で優雅なのが

メヌエットで、これが踊れれば本

物の貴族であると言われるなど。

が、かといって、それを知って演

奏にどう反映できるのかは、わか

らない。曲の構造についても、ソ

ナタ形式、ロンド形式みたいな基

本中の基本はわかるが、それがど

う演奏に反映されるのか。そうい

えば、昔見た TV ドラマ「のだめカ

ンタービレ」で、アナリーゼ無知

ののだめちゃんが、音楽学校で孤

軍奮闘しているシーンがあったな

あと、急に思い出した。 

ということで、私は、いままだ

初期のだめちゃん状態であるとい

うことを暴露して、おいおい、勉

強の成果を書き綴っていくという

ことで、この場をおさめたい。 

 

さて、今なっているのは、村治

佳織の「sinfonia」。彼女の CD は

正直あまり聴かない。むしろ、最

近売り出してきたパク・キュヒち

ゃん（ちゃん付してしまうオヤジ

であった）のほうが好きかも。村

治佳織には、ちょっと荘村清志的

な感じを受け取るのが理由かもし

れない。しかし、このスカルラッ

ティはいい。早く病気も回復して

復帰して欲しいと祈念して、一番

好きな CD を紹介する。（続く） 
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ギターCD レター from yakateru(第９号) 
がむしゃらに働いていた生活に終止符を打ち、少し時間の余裕ができたの

で、きちんと音楽というものを勉強しようと思い「楽典」関連の本を買い込んだ
ものの、今ひとつよくわからんという実感がある。音楽、曲を弾くためにはどこま
で知っていなければいけないのか・・・・・・・・・。 

曲を演奏するということの難しさ、どこまで勉強すべきか？？ 

 



 

 

 

 

 

 

おまけのパク・キュヒちゃんの写真です（我ながらオヤジぶり全開です） 


